
 

プログラム 
第 1 日目 7 月 2 日（土） 

10：30－11：00 受付 

11：00－12：00 記念講演 

「本邦初の洋食屋‐自由亭と草野丈吉‐」 

講師：永松実氏（前・長崎市歴史民俗資料館館長）  

－18：00 プロダクトエキシビション（新興善メモリアルホール）  

12：00－13：00 インターバル  

13：00－13：30 大会ガイダンス・開会式  

－18：00 ポスターセッション（会議室２）  

13：30－14：45 口頭発表 A 医学の情報とサービス  

 O-01 MIS での発表と医療情報の変遷  
青木 仕（順天堂大学学術メディアセンター）  

O-02 古写真に見る日本近代医学教育のあけぼの‐ポンぺ、ボード
イン、マンスフェルト‐  
下田 研一（長崎大学附属図書館）  

O-03 医科大学図書館における正規の授業と連携した情報リテラシ
ー教育について  
山下 ユミ（京都府立医科大学附属図書館）  

O-04 分散資料を一箇所にまとめる再配列の方法‐医学分館改修時
の経験から‐  
志波原 智美（長崎大学附属図書館医学分館）  

14：45－15：15 プロダクトレビュー  

 E-01 EBSCO Information Services Japan 株式会社 

E-02 株式会社メテオ  

E-03 ユサコ株式会社  

E-04 株式会社サンメディア  

E-05 株式会社紀伊國屋書店  

E-06 ワイリー・ジャパン  

15：15－15：25 インターバル  

15：25－16：55 参加者企画 （会議室１・２、研修室）  

 F-01 語らんば！医療・健康情報サービス  
牛澤 典子（東邦大学医学メディアセンター）、黒岩  綾香（長
崎市立図書館）  

F-02 EBM ワークショップ  ～論文を効率よく読んで EBM 実践し
よう～ 
山下 ユミ（京都府立医科大学附属図書館）  



 

 

16：55－17：05 インターバル  

17：05－18：00 口頭発表 B 子どもの育ちを支える  

 O-05 ヘルスリテラシー教育は子どものうちから‐地域の課題解決
を試みる‐  
荒木 亜紀子（川崎市立井田病院（かわさき医療情報ネットワ
ーク）） 

O-06 小児医療への関わりから考える公共図書館の役割‐長崎市立
図書館の取り組みから‐  
黒岩 綾香（長崎市立図書館）  

O-07 重症心身障がい児への絵本セラピー‐唾液アミラーゼ値測定
による考察‐  
塚田 薫代（静岡県立こども病院）  

19：00－21：00 懇親会（矢太樓）  

 

第 2 日目 7 月 3 日（日） 

10：00－10：15 受付（2 日目から参加する方のみ）  

－15：00 プロダクトエキシビション（新興善メモリアルホール）  

 ポスターセッション（会議室２）  

10：15－11：10 口頭発表 C 学術情報の提供と評価  

 O-08 近畿病院図書室協議会共同リポジトリ“KINTORE”‐構築
から公開へ‐  
増田 徹（藍野大学中央図書館）、谷口  裕美子（八尾市立病院
図書室）、寺澤  裕子（関西労災病院図書室） 

O-09 電子ジャーナル時代における蔵書評価の試み‐順天堂大学学
術メディアセンターにおける契約タイトルの計量的分析‐  
城山 泰彦（順天堂大学学術メディアセンター）  

O-10  神 戸 大 学  医 学 分 館 に お け る 雑 誌 評 価 の 試 み ‐ Web of 
Science を用いた引用文献の分析‐  
末田 真樹子（神戸大学）  

11：10－11：40 プロダクトレビュー  

 E-07 シュプリンガー・ネイチャー  

E-08 NPO 医学中央雑誌刊行会  

E-09 オックスフォード大学出版局  

E-10 エルゼビア・ジャパン株式会社  

E-11 丸善雄松堂株式会社  

11：40－12：40 インターバル・昼食  

 ※お弁当ご注文の方は、昼食会場（長崎県総合建設会館）まで。
場所は p.5「会場案内図」をご参照ください。  



 

 

12：40－13：10 ポスターセッション（発表者待機時間）  

 P-01 武藤文庫所蔵の古医書  
松村 悠子（長崎大学附属図書館）  

P-02 日本における医学雑誌発行点数の経年的分析  
大谷 裕（東邦大学医学メディアセンター）  

P-03 公共図書館での医療・健康情報サービスの可能性‐多治見市
図書館の医療・健康情報サービス事例より‐  
中島 ゆかり（多治見市図書館）  

13：10－14：25 口頭発表 D 公共図書館における医療情報サービス  

 O-11 お客様に寄り添う医療情報サービス  
石本 美夏（くまもと森都心プラザ図書館）  

O-12 「認知症の人にやさしい小さな本棚」から地域を見つめる‐
地域包括ケアシステムの中で‐  
舟田 彰（川崎市立宮前図書館）  

O-13 公共図書館健康・医療情報サービスへの要望‐がん患者のイ
ンタビュー調査から‐  
三輪 眞木子（放送大学）、田村  俊作・池谷  のぞみ・須賀  千
絵（慶應義塾大学）、八巻  知香子・高山  智子（国立がん研究
センター）、越塚  美加（学習院女子大学） 

O-14 これからの医療健康情報サービスとは‐文化活動を通した
「社会的健康の充足」を目指して‐  
佐藤 美加（TRC 神奈川 大和市文化創造拠点図書館準備部） 

14：25－15：20 口頭発表 E 情報提供と支援の形  

 O-15 ヘルス・リテラシーの学習教材を用いた図書館による市民講
座実践の試み  
藤田 寛之・佐藤 晋巨・松本 直子（聖路加国際大学学術情報
センター）、高橋 恵子・菱沼 典子・八重 ゆかり・廣瀬 清人・
中山  和弘・亀井  智子（聖路加国際大学看護学部）、舟田  彰
（川崎市立宮前図書館）、小田垣  宏和（墨田区ひきふね図書
館パートナーズ）、朝川 久美子・白倉 清美（聖路加国際大学
研究センターPCC 実践開発研究部）、有森 直子（新潟大学大
学院保健学研究科看護学分野）  

O-16 地域包括ケアシステム時代における病院図書室の地域医療者
支援‐マグネット・ライブラリーを目指すエンベディッド・
ライブラリアンの試み‐ 
佐藤 正惠（放送大学教養学部情報コース）  

O-17 患者図書室環境変化と提供情報への患者意識  
家田 史子（青梅市立総合病院図書室） 

15：20－15：40 写真撮影・閉会式  

 


